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病院前救護所備蓄医薬品（案） 
 

1.内服薬   

薬効 一般名 商品名 基準量 意見 

消炎鎮痛剤 
ロキソプフロフェン

ナトリウム 60㎎ 

ロキソプロフェン Na錠 60

㎎ サワイ 
300錠 減量 

消炎鎮痛剤（小児） 
アセトアミノフェン 

0.5ℊ分包 

カロナール細粒 20％ ※

0.5ℊ×1200包 
240包  

抗生物質(ﾆｭｰｷﾉﾛﾝ系) 
レボフロキサシン 

250㎎ 

レボフロキサシン 250㎎

「DSEP」 
100錠  

抗生物質(ｾﾌｪﾑ系） セファレキシン セファレキシン錠 400錠 セファレキシンに変更 

循環器用（降圧剤） 
ニトログリセリン 

0.3㎎ 
ニトロペン舌下錠 0.3㎎ 20錠  

消炎鎮痛剤 カロナール錠 200㎎ カロナール錠 200㎎ 300錠 追加 

制吐薬 プリンペラン錠 5㎎ プリンペラン錠 5㎎ 50錠 追加 

抗アレルギー薬 
ロラタジン口腔内崩

壊錠 
ロラタジン OD錠 50錠 追加 

 

 

2.注射薬 

  

薬効 一般名 商品名 基準量 意見 

交感神経刺激剤 アドレナリン 
アドレナリン注 0.1％シリ

ンジ 
10管  

輸液 
乳酸化リンゲル液 

500ml 
ラクテック注 500ml 40袋  

  生理食塩水 20ml 生理食塩液 20ml 10管  

抗生剤点滴 セファゾリン セファゾリン 20 ｷｯﾄ 

追加 

(生食付キットもある

がどちらがいいか) 

 

3.外用薬 

薬効 一般名 商品名 備蓄量 意見 

局所麻酔薬 
リドカイン塩酸塩 

1％ 10ml 

キシロカイン注ポリアンプ

1％10ml 
30管 増量 

抗生物質 
硫酸ゲンタマイシン 

0.01％ 10ℊ 

ゲンタマイシン硫酸塩

0.1％ 

「タイヨー」10ℊ 

30本 処方薬 

熱傷治療薬 

ジメチルイソプロピ

ルアズレン 0.033％ 

20ℊ 

アズノール軟膏 0.033％  

※20ℊ×200本 
40本 処方薬 

消炎鎮痛剤（貼付薬） 

ロキソプロフェンナ

トリウム水和物 10

㎝×14㎝ 

ロキソプロフェンナトリウ

ムハップ 100㎎ 
350枚 

処方薬 

増量 

気管支拡張剤(貼付薬) 
ツロブテロール 1

㎎ 

ツロブテロールテープ 1㎎

「日医工」 
70枚 

処方薬 

増量 
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【意見交換】 

①備蓄量については、４病院の想定地区の人口比（３：２：１：１）を参考に各病院とすり合わ

せていく。 

 

②「クラビット点眼薬」：追加 

急性期の医薬品ではないが、令和 7年度第２回災害医療対策会議にて、委員より追加したほう 

が良いという意見があったため、追加する。 

 

③セフカペンピボキシル小児用細粒：削除 

   ・第 3世代セフェムは吸収率が低く、耐性菌のリスクがある。また、C.difficile 腸炎の 

リスク増加とも関連が指摘されており、国内でも使用量を減らすための取り組みがされて

いる。 

   ・現状、第一・第二世代セフェムの小児用細粒は流通難で入手は困難な状況。 

④デキストロメトルファン錠：削除 

   ・災害直後の外傷等が想定のため 

   

 【検討事項】 

救護所は災害直後の外傷等を想定しており、今後、薬効ごとに病院の使用薬品との擦り合わせ

を行っていくことで良いか。 

 

消毒剤 
グルコン酸クロルヘキ

シジン酸塩液 500ml 

0.05％グルコジン R「ヤク

ハン」 
10本 増量 

消毒剤 
エチルアルコール 

70％ 500ml 

消毒用エタノール「トライ

ックス」500ml×12本 
10本 増量 

消毒剤 
塩化ベンザルコニウ

ム 0.20％ 300ml 

ウエルパス手指消毒液

0.2％300ml 
10本 増量 

合成抗菌剤（点眼薬） 
レボフロキサシン水

和物 1.5％ 5ml 

クラビット点眼液 1.5％ ※

5ml×10本 
10本 

処方薬 

増量 

洗浄用生理食塩水 生理食塩水 500ml 
大塚生食注 広口開栓

500ml 
60本 増量 

気管支拡張剤(吸入薬) 
プロカテロール塩酸

塩水和物 

メプチンキッドエアー5µℊ

吸入 100回 
5 キット 

処方薬 

増量 

降圧剤 ビソプロロール ビソノテープ 4㎎ 70枚 追加 

     


